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Ⅰ．問題と目的 

近年、青年期、とりわけ大学生は、うつ病や自殺が多発しやすい時期だといわれている

が（坂本，1997）、最近では、大学生においてもうつ病などの診断基準を満たさない抑う

つ状態を示す者が増加しているという。抑うつに関して、これまで様々な研究が行われて

きているが、近年では、抑うつの発症及び持続に関連のある要因として、「自己の抑うつ気

分・症状や、その状態に陥った原因・結果について消極的に（passive）考え続けること」

（Nolen-Hoeksema，2004）と定義される「抑うつ的反すう」が注目されている。憂うつ

な気分を感じた時に抑うつ的反すうをする人の多くは、抑うつ的反すうに対して、肯定的

信念をもつとされている。また、Roelofs et al(2007)は、現実の自己と理想の自己の不一

致（自己不一致）が大きい人が、この「抑うつ的反すうに関する肯定的信念」を高め、抑

うつ的反すうをしているとされる。日本においては、上記の関連について検討されていな

いため、本研究では、自己不一致を感じやすいとされる自己愛の概念も含め、「自己不一致」

及び「自己愛傾向」が、「抑うつ的反すうに関する肯定的信念」及び「抑うつ的反すう」に

どのような影響を及ぼしているのかについて検討することとした。 

 

Ⅱ．方法 

調査は、2011 年 10 月 5 日から 12 月 14 日の間に、都内の私立大学生 1 年生～4 年生を

対象に質問紙調査を実施した。回答に不備のあったものなどを除き、437 名（男性 126 名、

女性 311 名。1 年生 131 名、2 年生 126 名、3 年生 97 名、4 年生 83 名。18 歳～23 歳、

平均年齢 20.01 歳、SD=1.32）を対象に分析した。使用した尺度は、①自己不一致測定票

（小平，2002）、②日本語版反応スタイル尺度（RSQ）の「否定的考え込み」因子（名倉・

橋本，1999）、③反すうする理由尺度（RRI）（長谷川・根建，2011）、④自己愛人格尺度

（NPS）短縮版（谷，2006）である。 

 

Ⅲ．結果と考察 

本研究の結果から、男女ともに、「自己不一致」の大きさに関わらず、「自己愛傾向」が「抑

うつ的反すうに関する肯定的信念」および「抑うつ的反すう」と関連があることがわかっ

た。男女ともに、過敏性自己愛に相当する「自己愛性抑うつ」が高いと、「抑うつ的反すう

に関する肯定的信念」が高まり、「抑うつ的反すう」を行う傾向にあることが示された。す

なわち、他者から自分が期待した反応が返ってこず、自己愛が傷つき落ち込んだ際に、抑

うつ的反すうをすることで「自己や状況の洞察」、「不快感情の予防と緩和」、「将来の失敗

の回避」、「将来の問題状況への準備」、「共感性の増加」になるという反すうに対する肯定

的信念が高まり、抑うつ的反すうを行う傾向があることがわかった。また、この関連は、

特に男性において強いことが明らかとなった。そのため、特に男性においては「抑うつ的

反すうに関する肯定的信念」や「抑うつ的反すう」に対してアプローチする際、過敏性自

己愛の影響に配慮したアプローチが必要であると思われた。 

一方、「抑うつ的反すうに関する肯定的信念」の高低に関わらず、自己愛の傷つきに敏

感であったり、他者に注目・賞賛されたいという欲求が高いと、「抑うつ的反すう」を行い

やすいということが明らかとなった。また、特に女性においては、自分が才能に恵まれて

おり、他者よりも優れているという強い自己肯定感が高いと、「抑うつ的反すう」を行いに
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くいことがわかった。このことから、女性においては、「抑うつ的反すうに関する肯定的信

念」よりも、自己への肯定感を表す「有能感・優越感」を高めることが「抑うつ的反すう」

への予防につながることが示唆された。 

以上のことから、各変数間において男女差があり、性別によって異なるアプローチが有

効であることが示唆された。 
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